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背景背景背景背景

pit pattern

pitが減少～消失し、無構造所見

の出現を伴う状態ⅤN

Ⅱ、Ⅲs、ⅢL、Ⅳ型pitの開口部

大きさや配列の不整なpit
Ⅴi

溝紋様、樹枝様、脳回転状pitⅣ

Ⅰ型よりも大きい管状～楕円形
pit

ⅢL

Ⅰ型よりも小さい管状～楕円形
pit

Ⅲs

星芒状pitⅡ

楕円形の正常腺管pitⅠ

pit pattern抽出抽出抽出抽出

色エッジ抽出

Watershed法

特徴量特徴量特徴量特徴量抽出抽出抽出抽出

大腸管腔内への腺管開口部の腺口形態のことを指す

病変部がどの型に相当するのか分かれば即座に
病変の組織診断が推定可能 となる

pit

アルゴリズム概要

画素値の持つ値を地形の高度とみなすことで、画像を
地形モデルとみなす

地形モデルに対して浸水させ、水に覆われた領域をマー
カと呼ぶ

さらに浸水させ、マーカが重なったときの位置を分水域
(watershed)とすることで領域分割を行う

マーカ

水位上昇

分水域
画素値
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状態

レベル

Watershed法のみでは

過分割状態となる
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左のエッジフィルタより得られた値を用
いて下の式でΔEを算出

対象画像 色エッジ算出結果

過分割状態 領域統合結果

領域統合を行う

マーカが重なったとき、それぞれの
マーカにおける平均L*a*b*値から

マーカ間の色差を計算し、閾値以下で
あるなら分水域を作成しない

主成分分析結果より、現在の特徴量からレベル推定を行う
のは難しく、新たな特徴量を算出する必要がある

ⅢL Ⅳ ⅤiⅢL

主成分分析結果

ある程度の面積をもつ領域では、Ⅳ型の主軸長はⅢLよりも
長い場合が多い
分類上、IV型はIIIL型よりもpitが長いはずである為、その特

徴が現れていると考えられる

システム概念図
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4つのフィルタ全てからΔEを算出し、最大値を

画素値とする

近年、外科治療と比較した時の簡便性・侵襲の低さから、内視
鏡治療の臨床的、社会的需要が高まっている
治療のためにはその前段階である内視鏡診断が重要とされ,

その１つに大腸拡大内視鏡がある

拡大内視鏡を用いて自動的に病状レベルを推定するシステムの要望

取り扱いには慣れが必要であり，使い慣れない者にとって
診断を行うのは難しい

現画像 抽出結果 現画像 抽出結果現画像 抽出結果現画像 抽出結果

[田中信治 編，「基本から分かる 大腸疾患の精密内視鏡診断」より]


